
ポストコロナ社会のＡＩシミュレーション
（ 2021年2月公表）

•日立京大ラボと共同開発したモデルに基づき、ＡＩを活用し
て２０５０年に向けた２万通りの日本の未来をシミュレー
ションし分析。

•女性の活躍という点を含めて、これまでの日本における従来
型の“単線的”な働き方や生き方のモデルにとらわれない、
男女の役割分担や働き方の柔軟化を含む包括的な意味での
「分散型」社会への移行が、出生率低下ないし人口減少をめ
ぐる状況の改善にとっても、また東京と地方のバランスのと
れた発展にとっても、特に重要な要因との結果。

•ポイントになるものとして示された要因例・・・共働き世帯
の増加、サテライトオフィスの充実、女性の給与改善、農業
を含む地方における次世代の担い手の維持・育成支援、仕事
と家庭の両立、男性の育児休業取得率の上昇に関する政策等

•→地域未来牽引企業の選定基準とも関わる。
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因果連関モデル

◼コロナ禍を踏まえたうえで、「現在」「未来」の社会にとって重要な約350の社会的要因を指標として
抽出。その後、各指標間の因果関係を定義し、ポストコロナ社会をモデル化。



シミュレーション結果：分岐図と各シナリオグループの特徴
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⚫ シナリオを構成する個別指標を詳細に確認したところ、6つのシナリオグループは上記のような特徴を持つことが判明した。

⚫ その中でも、前ページでも注目した「グループ3」と「グループ6」が全体的にパフォーマンスの高いシナリオである。

⇒ 望ましいシナリオグループ

総評

シナリオグループの特徴

東京圏への転入超過率が向上し「東京一極集中」が加速する。
出生率減少に伴う人口減少のほか、公共交通機関の利用者が減少・乗用車
保有台数が増加する（コロナ禍の影響か）。

地方圏の就業者数増加など、地域活性化は進む。一方で、生活保護世帯の増加や
、女性の社会進出が低迷する。全体的に国の介入が少ない。

東京圏・地方圏での人口流出や出生率の低下があり、日本の空洞化・日本からの
脱出が想起される。環境負荷が軽減される一方で、幸福度は低下する。

地方圏の出生率が向上する。また、就業者数（女性・高齢者・障害者などの就業
者数などを含む）など、地方圏の項目が軒並み向上し、幸福度も高い。ただし、地
方圏の第一次産業の衰退が見受けられる。

人の移動は少なく、東京圏の産業に係る項目が向上している。一方、負債現在高
の増加から、国民の経済状況は悪化する。

グループ3との類似点があるが、東京圏と地方圏の項目のバランスが取れており、地
方圏の第一次産業が発展する。起業家数・消費支出などが、グループ3よりも軒
並み少ない。
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今回の検討で考慮すべき視点

• 第3次産業（含サービス業、文化、観光等）との連
携を視野に入れた対応が重要。（←就業人口では
第3次産業が約7割。女性活躍とも関連）

• まちづくり・中心市街地活性化とのリンク。（←シャ

ッター通り～市街地空洞化では若い世代は地域に
魅力を感じず流出）

• →たとえば、空き店舗などの有効活用と若者・起業
支援の組み合わせ （ex.無印良品が地方都市商
店街で始めた「一坪開業スペース」の試み）
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